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2020 年 12 月期 第４四半期 決算サマリー 

 

 ■2020 年 12 月期 通期業績 ほぼ予算通りの結果、減収減益だが黒字転換実現 

 

 

■2020 年 12 月期 下期（６か月）業績 増収増益、利益率大幅改善 

 

 

 

 



 

 

 

 

■2020 年 12 月期 下期 セグメント別概況 

下期（６か月間）：ストレージ運用が大幅増益、底地事業は利益率低下 

 

 

ストレージ事業は運用が大幅増益で増収増益の結果 

・ストレージ運用 予算達成し増収増益。事業利益のほぼすべてを運用で稼得 

下期６か月間の売上高 71 億 58 百万円（前年同期比 10.0％増収）、事業利益は 13 億

99 百万円（同 96.3％増益）と大幅増収増益の結果。出店総室数が 97,885 室まで増加

（19 年 12 月末比+1,818 室）。稼働率は 80.66％と、3.82％pt 増(19 年 12 月末比)で

過去 10 年間で最高水準。コンテナ買戻し、地代減額要請による原価低減等により売

上総利益率が 8.3％pt 改善したことが主要因 

 

・ストレージ流動化 自社投資へ移行したため減収減益も予算達成 

下期６か月間の売上高は 1億 76 百万円と前年同期比で大幅減収の結果。下期６ヵ月

間では、土地付きストレージ１物件、コンテナ受注２件を計上 

  

土地権利整備事業：増収減益の結果。在庫圧縮の影響で利益予算は未達 

下期６か月間の売上高は 25 億 80 百万円（前年同期比 229.7％増収）、事業利益は 94

百万円（同 4.0％減益）の結果。在庫圧縮のため仕入を停止し、滞留在庫の販売促進

により、利益予算は未達の結果 

 

■2020 年 12 月期 通期 買戻損失引当金の推移とコンテナ買取の状況 

１年間でおよそ 25％（金額ベース）の対象コンテナを買取、今年も交渉継続 

１年間で金額ベースで 25％にあたる 12.8 億円（引当金ベース）を買取実施、買取

不要と意思表明のあったお客様にかかる引当金等の戻り益 14.8 億円を特別利益に

計上。期末の引当金残高は 23 億円と１年間で半減以下の結果。2021 年も個別にお



 

 

客様との交渉を継続する 

 

 

 

■2021 年業績予想：2021 年業績予想とあわせて中期経営計画を発表 

 

本日、2021 年度業績予想と合わせて３か年の中期経営計画（2023 年度まで）を発表。

ストレージ運用利益を中心に増収増益を目指し、毎年 10％以上の増益及び利益率の改

善を見込む。事業拡大のカギとなるストレージの新規出店室数は、2021 年度はコロナ

禍の影響を見極めるために 1,000 室と堅実な数字としたが、その後 2022 年度で 

2,800 室、2023 年度で 3,700 室と着実に増加する計画 

 

■配当予想：2020 年度の配当は予想通り実施、2021 年は３円の増配 

2020 年度の利益に基づく配当は、従来予想通り 31 円／株を実施予定 

2021 年度の配当は 34 円／株（＋３円の増配）、配当性向は 30.7％を予想 

 

*19 年にコンテナ買戻しの引当金計上に伴う特別損失を除いた実績をベースに配当を

実施したため、上記引当金の戻り益についても影響を除いて配当を実施予定 

 

その他の IR 情報はこちら https://www.arealink.co.jp/ir/ よりご覧いただけます。 

 

 


